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メタデータ検索システム「極」 
  KIWA（Key service for InterWorking Arctic data
 「極（KIWA）」は、ADS に登録されている多種多様なデー

タの検索・閲覧・ダウンロード機能を担う Web
InterWorking とは Interoperability と同義語で、日本語では相

互運用性のあるという意味をもち、ADS では、

る様々なデータを研究者だけでなく、国内外のデータセンター

とも InterWorking できるようなしくみを整えることを目標に

開発を進めた。 
 「極」は、ADS に登録されている、多種多様なデータを地図

空間にデータの種別ごとに表示する機能を持つ。また

はデータの取得期間ごとにデータを検索する機能を持っており、

時空間毎にデータの検索が可能なシステムである。

GoogleEarth を用いてポーラステレオ表示することにより、環

北極域のデータの所在をユーザーの直観的に時空間検索するこ

とが可能な仕組みを持っている。 
 

「極（KIWA）」による登録データの検索画面

 
オンライン可視化アプリケーション VISION
 観測とシミュレーションといった分野間でのデータ相互利用

が進展しづらい一因として、データの内容が作成者本人以外に

は理解しづらいという理由が挙げられる。ADS
においてデータセットを容易に可視化するためのアプリケーシ

ョンを下記の要件を満たすことで構築した。

・容易に操作可能な GUI インターフェースを備えている。

・ユーザーの直感的な操作に対応して、インタラクティブに可

視化結果を変更できる。 
・1～3 次元データを多様な可視化アルゴリズムを用いて可視化

する。またこれらを動的、かつシームレスに表示する。

・可視化結果を画像・動画・数値データなどといった形式で抽

出できる。 
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Key service for InterWorking Arctic data） 
に登録されている多種多様なデー

Web サービスである。

と同義語で、日本語では相

では、ADS が保有す

る様々なデータを研究者だけでなく、国内外のデータセンター

できるようなしくみを整えることを目標に

に登録されている、多種多様なデータを地図

空間にデータの種別ごとに表示する機能を持つ。また ADS で

はデータの取得期間ごとにデータを検索する機能を持っており、

時空間毎にデータの検索が可能なシステムである。ADS では、

いてポーラステレオ表示することにより、環

北極域のデータの所在をユーザーの直観的に時空間検索するこ

 
による登録データの検索画面 

VISION 
観測とシミュレーションといった分野間でのデータ相互利用

が進展しづらい一因として、データの内容が作成者本人以外に

ADS では、ウェブ上

においてデータセットを容易に可視化するためのアプリケーシ

ョンを下記の要件を満たすことで構築した。 
を備えている。 

の直感的な操作に対応して、インタラクティブに可

次元データを多様な可視化アルゴリズムを用いて可視化

これらを動的、かつシームレスに表示する。 
可視化結果を画像・動画・数値データなどといった形式で抽

1）グリッドデータ 
 VISION では、既存アプリケーションでは、解析するまでに

非常に手間がかかった衛星データやモデル出力等のグリッドデ

ータに関して、オンラインで解析が可能になった。

2 次元のグリッドデータに対して、横断データ

共に、時系列データの抽出が可能である。またそれらの抽出デ

ータをテキストデータでダウンロード可能である。また空間デ

ータのプロットを時系列処理することでアニメーションの作成

等、プレゼンテーション作成ツールとしても有効である。本

VISION は観測研究者にとって有益な解析ツールとなっている。

 

VISION による衛星データの可視化及び解析画面

 
2）衛星データ 
 本事業では衛星観測データの利用推進が重要事項であるため

に、JAXA 提供及び他の衛星データの実装を行った。

・JAXA 提供 AMSR-2 Polar Product
・センサー輝度温度（06GHz
23GHz、23GHz、36Ghz、
ロダクト（積算雲水量、可降水量、海氷密接度、降水量、

土壌水分量、積雪深、海水面温度、海面風速

・NSIDC SSM/I Polar Product
・センサー輝度温度（19Hz
及び衛星プロダクト（海氷密接度

 JAXA-NIPR 連携協定において公開される

ロダクトの他に、全球プロダクトの

た。これまで極域プロダクトを利用することを念頭に開発され

てきたが、全球プロダクトの実装により

推進が図られる。特に極域プロダクトだけではカバーしきれな

かった、山岳・高所の寒冷圏や、

いる領域についてのデータ利用が期待される

では、既存アプリケーションでは、解析するまでに

非常に手間がかかった衛星データやモデル出力等のグリッドデ

ータに関して、オンラインで解析が可能になった。VISION は

次元のグリッドデータに対して、横断データを取得できると

共に、時系列データの抽出が可能である。またそれらの抽出デ

ンロード可能である。また空間デ

ータのプロットを時系列処理することでアニメーションの作成

等、プレゼンテーション作成ツールとしても有効である。本

は観測研究者にとって有益な解析ツールとなっている。 

 
による衛星データの可視化及び解析画面 

本事業では衛星観測データの利用推進が重要事項であるため

他の衛星データの実装を行った。 
2 Polar Product 

GHz、7GHz、10GHz、18Hz、 
、89GHz）データ、及び衛星プ

積算雲水量、可降水量、海氷密接度、降水量、

土壌水分量、積雪深、海水面温度、海面風速） 
NSIDC SSM/I Polar Product 

19Hz、37Ghz、91GHz）データ、

海氷密接度） 
連携協定において公開される AMSR2 の極域プ

全球プロダクトの VISION による公開を行っ

これまで極域プロダクトを利用することを念頭に開発され

全球プロダクトの実装により、データ利用の一層の

特に極域プロダクトだけではカバーしきれな

、海洋・気象において連続して

いる領域についてのデータ利用が期待される。 
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VISION による AMSR2 全球プロダクトの実装画面

 
3）モデル出力グリッドデータ 
 観測及びモデル研究者の連携を進めるために、連携コーディ

ネーターを通して研究課題及 1び研究課題 2
データの共有方法及び連携方法に関して協議を行った。その結

果、観測研究者の要望の多かった、観測を行っている地点での

過去における地上気象観測データ等の再解析データやモデルの

切り出しについて検討を行い、再解析データ

オフライン実験結果を実装し、研究者自身がオンラインで格子

点データを切り出し、解析可能な環境を公開した。

・NCEP reanalysis data （NCEP1） 
・地表面気温、長波放射量、短波放射量、降水量、海面気圧、

相対湿度、水蒸気量、風速 
・Climate research Unit （CRU3.2.1） 
・月平均気温、月平均降水量、雲量、水蒸気圧

・ELSE （Ensemble Land State Estimator
data （Kim et al., 2009）1） 

・2m 気温、降水量、積雪量、水蒸気量、下向き短波放射、下

向き長波放射、10m 高風速、海面気圧 
・N14: MATSIRO land surface model output 

2014） 
・積雪水量、積雪被覆度、地温、土壌水分量、土壌含氷量
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全球プロダクトの実装画面 

観測及びモデル研究者の連携を進めるために、連携コーディ

2とモデル及び観測

データの共有方法及び連携方法に関して協議を行った。その結

果、観測研究者の要望の多かった、観測を行っている地点での

過去における地上気象観測データ等の再解析データやモデルの

切り出しについて検討を行い、再解析データ（NCEP1）及び

オフライン実験結果を実装し、研究者自身がオンラインで格子

点データを切り出し、解析可能な環境を公開した。 

、長波放射量、短波放射量、降水量、海面気圧、

・月平均気温、月平均降水量、雲量、水蒸気圧 
Ensemble Land State Estimator）: Offline forcing 

気温、降水量、積雪量、水蒸気量、下向き短波放射、下

N14: MATSIRO land surface model output （Nitta et al., 

・積雪水量、積雪被覆度、地温、土壌水分量、土壌含氷量 

VISION により再解析データ（

 
4）時系列データ 
 VISION ではグリッドデータだけではなく、時系列データに

関しても解析ツールをサポートしている。

実施された GTMIP（GRENE-TEA Model Inter comparison 
Project）のモデル強制力データの

タセットは、約 35 年間の 30 分インターバルの複数要素を含む

膨大なデータセットであり、デスクトップの

可視化は困難である。システムではこれらのデータセットの可

視化や平均値処理等が可能な Web
 

VISION による GTMIP 強制力データの可視化画面

 
 

 
（NCEP1）の可視化解析画面 

ではグリッドデータだけではなく、時系列データに

関しても解析ツールをサポートしている。ADS では陸域課題で

TEA Model Inter comparison 
タの可視化公開を行った。本デー

分インターバルの複数要素を含む

膨大なデータセットであり、デスクトップの PC 上での解析、

可視化は困難である。システムではこれらのデータセットの可

Web アプリを開発し公開した。 

 
強制力データの可視化画面 
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5）リアルタイムモニター 
 本事業では北極域での陸域・氷床変動のプロセス解明のため、

データ空白域での気象データを取得している。これらは自動気

象観測装置を用いて ARGOS システムを用いて、日本でモニタ

ーが可能になっている。ADS ではこれらの気象データをネット

ワークを介して自動取得データの可視化を行うシステムを作成

した。 
 現在、下記の 4 サイトのデータで気象観測データのリアルタ

イムモニターを開始した。 
＊ ウッドバファロー：Wood Buffalo National Park on 

Canada （60°09'03" N, 113°38'17" W, 270m a.s.l
＊ SIGMA-A：northwest Greenland ice sheet 

67°38’W, 1,490 m a.s.l.） 
＊ SIGMA-B：northwest Greenland （

950 m a.s.l.） 
＊ SIGMA-D ：northwest Greenland ice sheet 

59°07’W, 2,100 m a.s.l.） 
 

北極域気象観測リアルタイムモニターの実装

（カナダ Wood Buffalo の場合）

 
6）雲レーダー 
 本事業の研究基盤としてスバールバルのニーオ

ーダー（FALCON-A）を設置した。ADS ではレベル

タのオフラインでの可視化サービスを開始した。
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床変動のプロセス解明のため、

している。これらは自動気

システムを用いて、日本でモニタ

ではこれらの気象データをネット

ワークを介して自動取得データの可視化を行うシステムを作成

サイトのデータで気象観測データのリアルタ

Wood Buffalo National Park on 
60°09'03" N, 113°38'17" W, 270m a.s.l.） 
northwest Greenland ice sheet （78°03’N, 

（77°31’N, 69°04’W, 

northwest Greenland ice sheet （77°38’N, 

 
北極域気象観測リアルタイムモニターの実装 

） 

としてスバールバルのニーオルスンに雲レ

ではレベル 1 のデー

タのオフラインでの可視化サービスを開始した。 

FALCON-A の可視化画面

 
 
準リアルタイム極域環境監視モニター

 ADS では、極域の状態を素早く配信できることを目的に

VISHOP を開発した。VISHOP
より配信を受けている極域の衛星の数値データをブラウザ上で

表示する可視化サービスを開発した。海氷や海水面温度、積雪

深、雲の動きのように、多くの分野で参照される情報を自動的

に可視化し、アニメーションによるダイナミックな動きを、

サイトにアクセスするだけで参照可能である。また、研究者や

一般利用者による作図工程を削減させることも機能も充実して

いる。現在 VISHOP では海氷密接度、積雪深、海水面温度、

海氷厚、海氷流動量、マイクロ波イメージの実装を行っている。

海氷流動量は海氷変動予測課題（

リズムを用いて ADS で準リアルタイムに計算を行い可視化

ている。また同時に極域の海氷面積の数値及びそのグラフも公

開を行っている。またこのサイトでは、プロジェクト期間中、

海氷変動予測課題（課題 7-1）で実施された

の結果も公開した。 
 

 

の可視化画面 

準リアルタイム極域環境監視モニター VISHOP 
では、極域の状態を素早く配信できることを目的に

VISHOP は、準リアルタイムで JAXA
より配信を受けている極域の衛星の数値データをブラウザ上で

表示する可視化サービスを開発した。海氷や海水面温度、積雪

深、雲の動きのように、多くの分野で参照される情報を自動的

に可視化し、アニメーションによるダイナミックな動きを、Web
サイトにアクセスするだけで参照可能である。また、研究者や

一般利用者による作図工程を削減させることも機能も充実して

では海氷密接度、積雪深、海水面温度、

海氷厚、海氷流動量、マイクロ波イメージの実装を行っている。

（課題 7-1）が作成したアルゴ

で準リアルタイムに計算を行い可視化し

。また同時に極域の海氷面積の数値及びそのグラフも公

開を行っている。またこのサイトでは、プロジェクト期間中、

で実施された夏季海氷分布予測
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VISHOP による海氷密接度と海氷分布予報値表示

 

 

VISHOP による海氷流動量表示

 

VISHOP による海氷厚表示 
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による海氷密接度と海氷分布予報値表示 

 

による海氷流動量表示 

 
 

海氷面積のグラフ表示

 
船舶用衛星データ配信システム

 衛星プロダクトの実利用を推進するために、極域で航海する

船舶に対して、衛星データの自動配信と可視化を行う、プッシ

ュ型サービスである船舶航行支援システム

を行った。このシステムは、安価な通信量・システムで簡易に

様々な船舶上に搭載可能であることを念頭に置いて開発した。

このサービスは JAMSTEC の研究船舶である

公開や南極観測隊の「しらせ」及び海鷹丸において導入とデー

タ配信を行い、良好な結果を得ることができた。今後、北極海

航路における船舶や国内の観測船への導入拡大が期待できる。

 

船舶航行支援サービス（VENUS

 

 

 
海氷面積のグラフ表示 

船舶用衛星データ配信システム VENUS 
衛星プロダクトの実利用を推進するために、極域で航海する

船舶に対して、衛星データの自動配信と可視化を行う、プッシ

ュ型サービスである船舶航行支援システム（VENUS）の開発

を行った。このシステムは、安価な通信量・システムで簡易に

様々な船舶上に搭載可能であることを念頭に置いて開発した。

の研究船舶である「みらい」の北極

及び海鷹丸において導入とデー

タ配信を行い、良好な結果を得ることができた。今後、北極海

航路における船舶や国内の観測船への導入拡大が期待できる。 

 

VENUS）のシステム本体 
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船舶航行支援サービス（VENUS）のサービス

 
 
（６）データ利用 
登録データ 
 北極域データーカイブの現在のデータセット登録数は，下記

の通りである。（2016 年 2 月 25 日） 

 

ADS へのデータ登録状況 

 
ADS サービスのアクセス状況 
 ADS のサービス開始時からの月集計のアクセス状況を図に

示す。様々な新サービスの立ち上げと知名度の向上により

ADS 全体の 2014 年 5 月以降の月間訪問者数は

めた。VISION の訪問者は，サービス開始時より月間

度の安定的なユーザーを確保している。VISHOP
名程度の訪問者を確保している。2014 年度以降は

じたプロモーションや、学会等におけるデモンストレーション

及び YouTube を通じたチュートリアル動画の配信により

者の増加につながった。また VISION は訪問者に対してヒット

数が大きいことから，固定ユーザーによる多大なデータ利用が

メタデータ

登録数

実データ

登録数

メタデータ

登録数

実データ

登録数

メタデータ

登録数

実データ

登録数

メタデータ

登録数

実データ

登録数

1 野沢（モデル） 0 0 0 0 2 2 0 0

2 杉本（陸域） 16 4 29 5 1 0 1 1

3 浮田（大気） 0 0 0 1 0 0 0 0

4 榎本（雪氷） 8 8 15 15 41 16 0 0

5 青木（温室効果気体） 0 0 7 6 4 0 0 0

6 菊地（海洋生態系） 6 6 2 0 15 1※1 0 0

7-1 山口（海洋・海氷） 1 1 17 9 0 0 2 0

7-2 羽角（海洋・海氷） 1 1 5 4 3 3 0 0

7-3 島田（海洋・海氷） 0 0 3 3 3 3 0 0

2 2 1 1 0 0 0 0

34 22 72 36 69 25 3 1

※1　実データへのリンクはあるが、実データそのものはADSに登録されていない。

課題 PI名

H26年度 H25年度 H24年度

年度別合計

H27年度(2月25日時点)

雲レーダー
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のサービス Web 画面 

北極域データーカイブの現在のデータセット登録数は，下記

 
 

のサービス開始時からの月集計のアクセス状況を図に

様々な新サービスの立ち上げと知名度の向上により、

月以降の月間訪問者数は 1000 を超え始

の訪問者は，サービス開始時より月間 70 名程

VISHOP は月間 400
年度以降は、SNS を通

学会等におけるデモンストレーション、

を通じたチュートリアル動画の配信により、利用

は訪問者に対してヒット

数が大きいことから，固定ユーザーによる多大なデータ利用が

なされていることを示している。

する固定ユーザーの確保について確認できた

月以降 VISHOP の訪問者が急激に増加した。これは

公開していた北極海海氷モニターのサービスが終了したことに

よるもので、JAXA の北極海海氷プロダクト利用者の多くは

ADS-VISHOP を利用していると考えられる。

 
 

ADS のサービス開始以降の

 
 

（７）アウトリーチ 
 ADS では、研究者だけでなく一般へのデータ利用の推進を図

るために京都大学大学院理学研究科の地球科学輻合部可視化グ

ループが中心になって進めているダジック

クトが開発した、Dagik アースのアプリケーションを改良して

ADS オリジナルのコンテンツ及びサービスを開発した。

の作成したコンテンツは ADS
プロダクトを利用して全球の海氷密接度、海水面温度、積雪分

布を時系列で描画するものである。

る大型の 4 次元地球展示装置の自作も行い、国立極地研究所の

南極・北極科学館で常設展示として利用されている。また小型

の可搬型 4 次元地球展示装置の自作も行

トの他に様々な一般向けイベントでのアウトリーチ活動を行っ

た。 
 

実データ メタデータ

登録数

実データ

登録数

メタデータ

登録数

実データ

登録数

0 0 2 2

0 0 47 10

0 0 0 1

0 0 64 39

0 0 11 6

0 0 23 7

0 0 20 10

0 0 9 8

0 0 6 6

0 0 3 3

0 0 178 84

課題別合計（5年）H23年度

。この事から実際に研究に利用

する固定ユーザーの確保について確認できた。また 2015 年 3
の訪問者が急激に増加した。これは IARC で

公開していた北極海海氷モニターのサービスが終了したことに

の北極海海氷プロダクト利用者の多くは

を利用していると考えられる。 

 

のサービス開始以降の a）利用者数と b）ヒット数 

では、研究者だけでなく一般へのデータ利用の推進を図

京都大学大学院理学研究科の地球科学輻合部可視化グ

ループが中心になって進めているダジック（Dagik）プロジェ

アースのアプリケーションを改良して

オリジナルのコンテンツ及びサービスを開発した。ADS
ADS でデータ公開を行う、AMSR2

プロダクトを利用して全球の海氷密接度、海水面温度、積雪分

布を時系列で描画するものである。Dagik コンテンツを表示す

次元地球展示装置の自作も行い、国立極地研究所の

北極科学館で常設展示として利用されている。また小型

次元地球展示装置の自作も行い、研究者向けイベン

に様々な一般向けイベントでのアウトリーチ活動を行っ



第 4 章 研究基盤  

  

ADS オリジナルの 4 次元地球議コンテンツ

（海氷密接度、積雪深、海水面温度

 

 
ブース出展 

2014 年 6 月 30 日–.  南極・北極科学館, 立川

2014 年 9 月 20–22 日. 雪氷研究大会,  八戸

2014 年 10 月 17 日. 情報・システム研究機構シンポジウム

2014,  一ツ橋. 
2014年10月28–30日.日露北極研究ワークショップ

2014 年 11 月 17 日. 北極海航路の利用実現に向けて

2014 年 12 月 2–5 日. 極域科学シンポジウム

2015 年 2 月 16–19 日. 北極域データアーカイブシステム

（ADS）による極域プロダクトデータの公開：「オホー

ツク海と流氷」に関する国際シンポジウム

2015年3月22–24日.日本海洋学会2015年度春季大会

2015 年 4 月 27–30 日. ASSW2015, 富山. 
2015 年 5 月 24–28 日. JPGU2015, 幕張. 
2015 年 9 月 13–16 日.  雪氷研究大会, 松本

2015 年 11 月 6 日. 特別セミナー「北極海航路の持続的実現

に向けて」, 品川.  
2015 年 11 月 9 日. 海洋生態系シンポジウム「ここまで分か

った海洋生態系の変化」, 品川.  
2015 年 11 月 18–19 日. 極域科学シンポジウム

 
本事業主催以外の講演 

2014 年 8 月 22 日. 北極域データアーカイブにおける可視化

アプリケーション VISION の開発，第

会，横浜.  
2014年8月29–31日. 北極域データアーカイブの取組と海洋

学分野への応用, 海洋学会海洋若手会「夏の学校」

2014年10月 15日. 北極域データアーカイブによるデータ解

析・可視化サービスの開発, 統計数理セミナー
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次元地球議コンテンツ 

海氷密接度、積雪深、海水面温度） 

立川. 
八戸. 

情報・システム研究機構シンポジウム

日露北極研究ワークショップ, 市ヶ谷.  
北極海航路の利用実現に向けて, 品川.  

シンポジウム,  立川. 
北極域データアーカイブシステム

による極域プロダクトデータの公開：「オホー

ツク海と流氷」に関する国際シンポジウム, 紋別.  
年度春季大会, 品川. 
 
 

松本. 
特別セミナー「北極海航路の持続的実現

海洋生態系シンポジウム「ここまで分か

シンポジウム,  立川. 

北極域データアーカイブにおける可視化

の開発，第 64 回 CAVE 研究

北極域データアーカイブの取組と海洋

海洋学会海洋若手会「夏の学校」, 静岡.  
北極域データアーカイブによるデータ解

統計数理セミナー, 立川.  

2014年 11月 28日. 北極域データアーカイブの取組と海洋学

分野への応用, 海洋学会若手武者修行セミナー

2015 年 2 月 20 日. 北極域データアーカイブによるデータ解

析・可視化サービスの開発

ナー，札幌.  
2015 年 2 月 27 日. 参加機関の取組み

北極域データアーカイブの紹介と今後の取組み

ンリンクセンター活用のための対話・共創の場

～研究データへの DOI 登録

2015 年 3 月 25 日. 北極域データアーカイブによるデータ解

析・可視化サービスの開発

ー（札幌事業所） , 札幌

2015 年 7 月 3 日.参加機関の取り組み・国立極地研究所中間

報告,ジャパンリンクセンター

実験プロジェクト中間報告会

2015 年 7 月 9 日. ADS VENUS
 
 
引用文献 
1）Kim, H., Yeh, P. J. F. Oki, T., 

the seasonal variations of terrestrial water storage over 
global basins. Geophys. Res. Lett., 36,

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北極域データアーカイブの取組と海洋学

海洋学会若手武者修行セミナー,  愛媛.  
北極域データアーカイブによるデータ解

析・可視化サービスの開発, 北海道大学環境科学院セミ

参加機関の取組み（2）国立極地研究所・

北極域データアーカイブの紹介と今後の取組み, ジャパ

ンリンクセンター活用のための対話・共創の場（第 2 回）

登録.～, 市ヶ谷. 
北極域データアーカイブによるデータ解

析・可視化サービスの開発, （独）水産総合研究センタ

札幌. 
参加機関の取り組み・国立極地研究所中間

ジャパンリンクセンター 研究データへの DOI 登録

実験プロジェクト中間報告会, 東京.  
ADS VENUS の紹介, GODI 本社, 横浜. 

 Kanae, S., 2009. Role of rivers in 
the seasonal variations of terrestrial water storage over 

hys. Res. Lett., 36, 17402. 
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 研究基盤として整備が求めらた体制は前述までの通りだが、

本事業の特徴として、モデルと観測の連携があった。特に研究

課題 1 や研究課題 7 の研究サブ課題 7-2 などは、課題名がモデ

ルを主体としたものとなっているように、事業開始当初から参

加研究者からモデルの高度化・精緻化やメカニズム解明に向け

た数値実験のため、また、観測データや数値実験結果の解析に

とって充実した計算機資源の整備が求められていた。特に、大

規模モデルの数値実験には、各研究課題のモデル担当者が高速

の計算機資源を利用できるよう、参画機関である海洋研究開発

機構が所有する地球シミュレーター（ES）の利用に向けた整備

を行った。 
 研究基盤の位置づけとは異なるが、共通基盤としての計算機

資源について本事業内での実施概要は下記の通りである。 
 
ES 利用申請概要 
研究課題名：急変する北極気候システム及びその全球的な影響

の解明 
代表者：小室芳樹（研究課題 1・海洋研究開発機構所属） 
研究概要：北極は温室効果気体の増加など気候変動に対するイ

ンプットに対して高い気候感度をもち、現在も急激な温暖

化と海氷の減少が進行している。本課題では急変する北極

気候システム及びその全球的な影響の統合的解明を進める

ことを目的として、全球気候モデル、大気大循環モデル、

氷床モデル、海氷短期予測モデルを用いて、寒冷域プロセ

スの高度化と再現性検証、感度実験による北極気候変動の

メカニズム解明や各地域への影響評価、氷床変動における

氷床力学の効果解明、北極海航路の利用可能性評価に繋が

る海氷分布予測のためのモデル構築と検証を実施する。 
   本課題は、国立極地研究所等との共同研究である北極気

候変動事業において、モデルを用いた研究の中核部分を担

うものである。 
 

2013 年度（第二世代 ES） 26,000 ノード時間積 21 名 
2014 年度（第二世代 ES） 23,830 ノード時間積 29 名 
2015 年度（第三世代 ES）762,400 ノード時間積* 26 名 
 

注 
* 2015 年度より ES のシステムが更新され、1 ノードあたりのピーク性

能が約 30％になっており、システム全体のピーク性能は、ノード数の

増加により 10 倍になっている。 
 

海洋研究開発機構の地球シミュレーター（写真：渡邉英嗣） 

6. 計算機資源について 

 

整備機関：国立極地研究所 

執筆者：事務局 
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（１）概要 
北極環境研究コンソーシアム Japan Consortium for Arctic 

Environmental Research（以下 JCAR と呼ぶ）

降毎年開催してきた日本地球惑星科学連合大会での「北極域の

科学」セッションや 2008 年と 2010 年に開催した国際北極研

究シンポジウム（ISAR）を開催していた研究者グループが発

起人となって、我が国における北極環境研究の強化をオールジ

ャパン体制で取り組むために、各分野の北極研究者の参加によ

り、2011 年 5 月の地球惑星科学連合大会の期間中に設立され

た。当初は 241 人が会員登録をした。本事業

表機関である国立極地研究所に JCAR 事務局

本事業では JCAR 事務局の運用に対して支援を

事務局は JCAR 活動を補助する機能を果たしているので、こ

の報告では JCAR 活動について記述する。 
 
（２）実施状況 
設立時は、発起人を中心に、関連分野のバランスを考慮し

選出された 23 名の運営委員から成る運営委員会が

営することとなった。初代運営委員長は大畑哲夫

研究開発機構）。JCAR では北極環境研究に関する長期計画策

定や研究・観測推進の基盤整備に関する検討、国際協力・連携

の推進・検討、人材育成の方策の検討を行うとともに、それら

を社会に対して提案していくことを目的として規約を整えた。

運営委員の任期は 2 年（再任は妨げない）と規約に定め、

2011–12年を第 1期とし、その後 2年毎を期と呼ぶことにして

いる。2013 年春に新しい第 2 期の運営委員が決まり、秋には

榎本浩之（国立極地研究所）が代表となった。

事業からの事務局サポートが終了することから、その後の運営

体制について 2014 年春より議論を開始した。

極域科学シンポジウムの際に臨時全体集会を開催し、会員を主

体とする「学会的」な運営の方針が了承された。その後、運営

委員及び運営委員長の選出方法が体制検討 WG
2015年春には、会員による選挙にて第 3期の運営委員が

選出され、分野のバランスを考慮して 4 名が第

会によって追加された。その後、運営委員の選挙によって、青

木輝夫（現岡山大学／当時気象研究所）が第

として選出され、現在に至っている。 
JCAR では特定の活動についてはワーキンググループ（

を結成し、そこで議論、実施している。それらの目的は

り。 

7. 北極環境研究コンソーシアム（ＪＣＡＲ）

 

執筆者：JCAR
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Japan Consortium for Arctic 
と呼ぶ）は、2008 年以

降毎年開催してきた日本地球惑星科学連合大会での「北極域の

年に開催した国際北極研

）を開催していた研究者グループが発

我が国における北極環境研究の強化をオールジ

に、各分野の北極研究者の参加によ

月の地球惑星科学連合大会の期間中に設立され

本事業が始まると、代

事務局が設置された。

事務局の運用に対して支援をしたが、JCAR
機能を果たしているので、こ

分野のバランスを考慮し

運営委員会が JCAR を運

は大畑哲夫（当時：海洋

では北極環境研究に関する長期計画策

定や研究・観測推進の基盤整備に関する検討、国際協力・連携

の推進・検討、人材育成の方策の検討を行うとともに、それら

を社会に対して提案していくことを目的として規約を整えた。

年（再任は妨げない）と規約に定め、

年毎を期と呼ぶことにして

期の運営委員が決まり、秋には

が代表となった。2015 年度で本

事業からの事務局サポートが終了することから、その後の運営

議論を開始した。2014 年 11 月の

極域科学シンポジウムの際に臨時全体集会を開催し、会員を主

体とする「学会的」な運営の方針が了承された。その後、運営

WG で議論され、

期の運営委員が 15名

名が第 3 期運営委員

運営委員の選挙によって、青

第 3 期運営委員長

では特定の活動についてはワーキンググループ（WG）

を結成し、そこで議論、実施している。それらの目的は次の通

・長期構想作成WG：北極環境研究の長期構想を作成し、出版

することを調整・推進する。

境研究の長期構想』の改訂を検討する

定である。 
・体制検討 WG：JCAR を持続的に運営していく体制

る。 
・規約検討 WG：JCAR の体制の変化に対応して、規約が合理

的となるよう、その改正案を作成する。

・研究交流 WG：北極環境変動にかかわる複数の専門分野の研

究者が、北極という共通のキーワードの下に集結し、密な研

究交流により相互理解を深めることで、国際的な枠組みの中

での、総合的・学際的な北極環境研究の推進を支援する。

・人材育成 WG：北極環境研究に関する人材育成の実態を把握

し、人材育成活動を推進していく方策の検討を行った上で、

その方策を推進する。 
・データ WG：国内および国際的な推進状況等に関する情報を

共有し、国内および国際的な動

北極研究コミュニティーにおけるオープンサイエンス推進を

図る。 
・情報・コミュニケーション WG
場の人々に対して適切に情報を伝達・共有する方策を検討・

実施する。 
 

 
JCAR体制図（2016

 

 
 
 
 

ム（ＪＣＡＲ）事務局    

JCAR事務局長 兒玉裕二 

環境研究の長期構想を作成し、出版

することを調整・推進する。なお、2016 年度中に『北極環

の改訂を検討する WG を立ち上げる予

を持続的に運営していく体制を検討す

の体制の変化に対応して、規約が合理

的となるよう、その改正案を作成する。 
：北極環境変動にかかわる複数の専門分野の研

究者が、北極という共通のキーワードの下に集結し、密な研

究交流により相互理解を深めることで、国際的な枠組みの中

での、総合的・学際的な北極環境研究の推進を支援する。 
：北極環境研究に関する人材育成の実態を把握

し、人材育成活動を推進していく方策の検討を行った上で、

：国内および国際的な推進状況等に関する情報を

共有し、国内および国際的な動静に働きかけることで日本の

北極研究コミュニティーにおけるオープンサイエンス推進を

WG：JCAR に関係する様々な立

場の人々に対して適切に情報を伝達・共有する方策を検討・

2016年 3月 31日現在） 
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（３）実績・成果 
1）『北極環境研究の長期構想』の作成 
これまでの JCAR の最大の実績は『北極環境研究の長期構

想』を作成したことと言える。我が国で「北極環境研究」に特

化した長期構想はこれまでなく、現状の分析及び将来取るべき

方針を示すことは重要であった。 
2013 年に検討から実施に向けて動き出し、これをまとめる

ために編成された WG が作業の進め方や編集作業を行なった。

3 回の全体ワークショップの他、各分野の検討や、分野間共通

の研究基盤についての討論会等も開かれた。当初は長期構想執

筆に多大な時間を費やすこと、研究のアイデアを公開してしま

うことの不都合が懸念されたこともあった。しかし、執筆には

140 名を超える会員が協力を表明した。WG をはじめとし、執

筆者だけでなく、査読に関わった方、またこの活動の必要性や

あるべき姿についての意見を出した方、それら北極に関わる研

究者の多くの議論と JCAR 事務局の支援により作成活動が進

められた。 
長期構想では今後 10 年～20 年で取り組むべき課題を考え、

各分野の多くのテーマが盛り込まれた。執筆者は自らの興味と

活動だけを主張するのではなく、広い視野から、重要な分野、

日本の研究者が活動すべき対象についても盛り込んだ。そこで 
扱われた多くのテーマは国内にとどまらず、国際的にも提言し

ていける完成度の高いものである。 
日本の北極環境研究者が自らの分野の課題や方向性を示し、

他の分野の動きを知り、それらと協働を模索することを可能に

するのがこの『北極環境研究の長期構想』であり、JCAR が本

長期構想を作成できた事実は、その存在意義を確たるものにし

たと言っても過言ではない。 
 『北極環境研究の長期構想』は要約版と全体版から成り、そ

れぞれ日本語版と英訳

版がある。それらは

WEB からダウンロー

ドできる。また、出版

後、執筆者が集まって、

作成手順や今後の活用、

改訂などについて総括

を行った。その報告も

上記ウェブサイトに掲

載されている。 
http://www.JCAR.org/ 
longterm/ 
 

 

2） ASSW誘致と共催実施 

 
世界の北極研究者や関連機関の代表者にとって最も重要な

会合の一つとして位置づけられている北極科学サミット週間

（Arctic Science Summit Week：ASSW）2015の日本への招致

は JCAR が推奨し、日本学術会議国際対応分科会国際北極科

学委員会（IASC：International Arctic Science Committee）小

委員会が招致の提案を IASC 評議員会へ行い、2012 年 4 月に

開催された ASSW モントリオール大会において決定された。

日本での開催は初めてであった。これを受け、JCAR は、

2013年に ASSW2015組織委員会を設置し、開催の準備を進め

た。また、2014年秋に、国立極地研究所内にて ASSW2015事

務局の活動が始動するまで、JCAR 事務局が ASSW2015 事務

局を担当し準備を進めた。 
2013 年 7 月に開催された第 1 回組織委員会で開催都市を富

山市とする事、開催期間は 2015 年 4 月 23 日～30 日とする事、

及び会場を決定した。 
ASSW2015 では、関連団体の business meeting のほか、

IASC 設立 25 周年記念式典、北極科学研究の 10 年計画を策定

する 10 年に 1 度の会議、第 3 回国際北極研究計画会議

（ICARPⅢ）、日本主導で実施してきた国際北極研究シンポ

ジウム（ISAR）の第 4 回シンポジウムが併せて開催された。

その準備に際し、計 5 回の ASSW2015 組織委員会、6 回の

ISAR-4 関連会合および IASC 事務局とのミーティングが開催

され、ASSW2015 事務局として活動した。また、富山県と富

山市からの助成、日本学術会議との共同開催にも尽力し、

ASSW2015 は JCAR を含めた 4 機関の共催、文部科学省、外

務省を含めた 11 機関の後援を得て開催された。また、Peter 
Wadhams 氏からの提案と橋渡しで、高円宮妃殿下に

ASSW2015の名誉総裁にお成り頂いた。 
 大会には、世界 26 の国と地域から 708 名が参加し、参加者

の数は過去最高となった。会期中には 13 件の IASC 関連会合、

17 件のサイドミーティング、及び 27 件の ISAR-4/ICARPⅢセ

ッションが開催され、合計 511 件（口頭発表が 340 件、ポス

ター発表が 177 件）の発表が行われた。ASSW2015 は大盛会
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となり、我が国の研究成果を全世界の研究者に大きくアピール

すると同時に、関係者に JCAR の存在を示すこととなった。

会の最後には、ICARPⅢの Steering group が中心となって作

成し、ISAR-4 の Science Steering Committee が了承した

「Toyama Conference Statement」（共同声明）が発表された。

この内容は、下記のサイトに掲載されている。 
http://www.ASSW2015.org/program/pdf/ASSW_Conference_Sta
tement_FINAL.pdf 
 
3） ISAR-3、ISAR-4の実施 

ISAR-3 は、2013 年 1月 14日～17日、日本科学未来館で開

催された。主催は日本学術会議地球惑星科学委員会国際対応分

科会 IASC 小委員会と JCAR、共催は国立極地研究所、海洋研

究開発機構、北海道大学グローバル COE プログラム「総合フ

ィールド環境科学の教育拠点形成」、アラスカ大学国際北極圏

研究センターであった。16 の国から約 270 名が参加した。7
件の一般セッションと 6 件の特別セッションが設けられ、口

頭 101件、ポスター129件の発表が行われた。また、優れた若

手研究者にポスター賞を授与した。1 月 14 日には公開講演会

を開催し、おりしも東京には珍しい大雪の中、65 名の参加が

あった。ISAR-3 の運営は組織委員会が差配し、実施委員会が

作業を行った。また、国際助言委員会（International Advisory 
Committee）を設け、国際的な情報や助言を得た。 
 第 4 回国際北極研究シンポジウム（ISAR-4）については上

記 2）を参照。 

 
4） JpGU 開催中の活動（セッション、ブース出展、全体集会） 
 2007 年より毎年、日本地球惑星科学連合（JpGU）連合大

会で、複数の専門分野や学界が北極域という共通のキーワード

の下に集結し、密な情報交換により相互理解を深めることを目

的として、「北極域の科学」のセッションが有志により開催さ

れてきた。2011 年からは JCAR の研究交流 WG がその運営を

担っている。毎年代表コンビーナを決めて申請を行い、数人の

サブコンビーナが補助した。50–80 人の参加があり、約 20 件

の口頭発表と 10数件のポスター発表がある。 
 JCAR では JpGU の連合大会にて 2012 年より全体集会を、

2013 年からは全体集会に合わせてブース出展を行ってきた。

2012年の全体集会では、約 40名が参加し、事前に募集した質

問への回答や質疑応答を実施した。2013 年は活動報告および

活動計画について登録会員に説明を行った。2014 年は参加者

52 人を集め、活動報告に加え若手研究者派遣支援事業の説明

やベルモント・フォーラム公募に関する説明を行った。特に若

手研究者派遣支援事業に関しては、東京海洋大学の川合美千代

准教授より海外での研究についてお話しいただいた後、質疑応

答を行った。2015 年度は今後の JCAR 体制の方向性について

など説明し質疑応答を行った。また、若手研究者派遣支援事業

にて平成 26 年度アメリカの IARC に派遣された Nuerasimu-
guli Alimasi研究員から、活動について報告をいただいた。 
 ブース出展では、本事業や ADS グループと協力し、パンフ

レットの配布などを通じて周知活動を実施し、大きな成果を上

げた。 

 
5） 極域シンポジウムの共催  

JCAR は 2015 年に開催された第 4 回極域科学シンポジウム

以降、本事業のセッションを共催している。2015 年には極域

科学シンポジウムに先立って開催された日米共同北極研究に関

するワークショップも共催し、日・アラスカ大学フェアバンク

ス校の協力可能性を検討し、競争的資金への応募や政府への新

規予算提案を見据えた提言の取りまとめに一役買った。 

 
6） 若手研究者派遣事業の審査  
平成 26 年度に、アメリカ合衆国のアラスカ大学、カナダの

ArcticNet 参加大学等を派遣支援対象機関として実施された北

極環境研究若手研究者派遣支援事業を国立極地研究所と共同し

実施した。具体的には、研究交流 WG が審査員を選任し、審

査を依頼。応募者の提出した研究計画の論理性、科学的意義・

社会的意義などについて評価頂いた結果を WG で議論し、派

遣にふさわしい候補者を国立極地研究所へ推薦した。また、事

務局は、実施に必要な契約の締結に係る作業の補佐を行った。 

 
7）北極地図の作成 
 北極点を中心とした北極域を描き大判紙に印刷された地図は、

海外製のものはあるが日本製のものは普及していなかった。そ

こで、北極研究に利用しやすい地図を提供するため、JCAR で

発案し、国立極地研究所予算使用の元、独自に北極域の地図を

作製した。 
NOAA から公開されている ETOPO1 の陸上・海底の地形デ

ータを使用して描いた地図に、氷河情報等を追加し、記載する

地名等は現在の日本の北極環境研究に重要と思われるものを優

先した。また、日本と北極との位置関係がわかりやすいよう、

地図下方に日本を入れて作図した。なお、作図作業は北海道地

図株式会社に発注した。 
初版は、140cm×140cm 大のプリント用として作成し、その

pdf ファイルを JCAR と国際北極環境研究センターのウェブサ
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イトより公開した。この地図は、2013 年度日本地図学会の

「地図展優秀地図選定」において、この年の選定対象地図 37
点のうちから 4 点選ばれたうちの一つとして、優秀賞を受賞

した。 
2015 年には紙媒体での販売を開始するために改訂版を作製

し、ウェブサイトの pdf ファイルも更新した。2016 年 1 月現

在、国立極地研究所の南極・北極科学館売店で購入できる。フ

ァイルのダウンロード用ホームペーシの URL は以下である。

http://www.nipr.ac.jp/aerc/map.html 
 

8）AMAP報告書の和訳 
北極評議会（Arctic Council）

の 6 つの作業委員会（Working 
Group）の一つである、Arctic 
Monitoring and Assessment 
Programme（AMAP）は 4 つ

のプロジェクトにより活動して

いる。そのうちの SWIPA
（ Snow, Water, Ice and 
Permafrost in the Arctic）は、

北極の雪氷寒冷圏のアセスメン

トを行って報告書を多数発行している。そのうちの一つ

Climate Change in the Arctic －A Hot Topic. SWIPA 2011には

北極における雪氷の最近の変化とその影響、今後取り組むべき

課題等が平易に記述されており、北極環境に関する教育や知識

の普及において有益であると判断して、SWIPA レポート翻訳

監修委員会を設置して和訳を行った。日本語版は、

http://www.amap.no/documents/doc/climate-change-in-the-
arctic-a-hot-topic/101からダウンロードできる。 

 
 

9） ニュースレターの発行 
 第 2 期情報・コミュニケーション WG により、コミュニケ

ーションの活性化を目的とし、ニュースレターの制作が決定さ

れ、2015 年 3 月に第 1 号を発行した。JCAR の活動報告や、

北極に関連する会合の参加報告などを主に WG が構成と編集

を担当している。2015 年 7 月には第 2 号が発行された。ニュ

ースレターの発行は第 3 期情報・コミュニケーション WG に

引き継がれ、2015年 12月には第 3号が発行された。今後は、

更なるコンテンツの充実を図りつつ継続していく予定である。 
JCAR ニュースレターは登録会員へのメール配信とウェブサ

イトからの公開を行っている。 
http://www.JCAR.org/newsletter/ 

10）人材育成 
第 3 期人材育成 WG において、若手研究者に向けた情報ペ

ージが作成された。 
（ http://wwwice.lowtem.hokudai.ac.jp/~sugishin/JCAR/informa
tion/information.html）。 
 国際的なサマースクールやフェローシッププログラム、就職

に関する情報などがリストアップされており、人材育成に大き

く貢献している。 
国際的には、IPY2007/2008 時に IASC のバックアップによ

り、APECS: Association of Polar Early Career Scientists（極域

若手研究者連合）が組織された。若手研究者が中心となって、

研究や就職機会の情報の交換などを活発に行っており、ASSW
といった国際会議開催時に独自のワークショップを開いたり、

著名な研究者を招いてキャリアアップについてのパネルディス

カッションを行ったりしている。しかしながら、日本ではこの

ような活動は活発には行われてこなかった。そこで、人材育成

WG 協力の元、APECS Japan 設立に向けての活動が開始され、

2015 年にソフィア大学（ブルガリア、ソフィア）において開

かれた APECS World Summit 2015 へ代表 1 名を派遣した。

日本独特の研究環境に起因する問題はまだ山積しているが、学

会イベントや、ASSW への派遣など、今後も人材育成検討

WGを通じ継続して APECS Japanの活動をサポートしていく。 
 
 

（４）事務局の機能について  
JCAR 事務局は設立以降、JCAR の運営を支えてきた。

JCAR 設立後、定期的に運営委員会が滞りなく開催されたこと

は、事務局なしにはあり得なかったであろう。また、登録会員

に向け、会合情報や研究報告など、北極環境研究に関する様々

な情報をメールにて配信している。これまで 500 件近くの情

報を配信しており、情報の周知に一役買ってきた。 
上記でも述べた『北極環境研究の長期構想』の作成におい

ては、20 回以上に及ぶ WG 会合をはじめ、3 回の全体ワーク

ショップなど、数多くの会合の開催支援を行った。また、編集

作業も事務局にて行った。その結果、様々な専門分野の研究者

が協力と交流に大きく貢献した。 
このように、様々な活動に携わり、JCAR も少しずつ周知さ

れ、JCAR 設立当初 241 人であった登録会員が、4 年を経過し

た現在、400 名を超えた。より大きな集団にするため、人文社

会科学系の研究者や工学系の研究者の取り込み、南極関連の研

究者への働きかけを検討している。 
以上の実績を見ても、本事業のサポートをうけ、事務局が

作られ、活動費を得られたことは北極環境研究コミュニティー
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の活動に大きく影響を与えた。本事業なしには、短期のうちに

これだけの実績を成し遂げることは不可能であったと言っても

過言ではない。 
 

（５）今後の取り組み 
最近の北極を取り巻く情勢の変化や、これまでの成果が評

価され 2015 年から北極域研究推進プロジェクト（ArCS）が

始まるなど、研究者コミュニティーが果たすべき役割は大きく

なっている。これらの変化を踏まえ、北極環境研究に携わる

様々な学問分野の研究者を結集し、ボトムアップでコミュニテ

ィーの意見集約するシステムを有し、アカデミックな提言を積

極的に行うことができる、会員及び関係機関にとって魅力的な

組織となり、北極環境研究の発展に寄与することを継続して目

指す。 
第 3期（2015–16）運営委員会や体制検討 WGにおいてその

具体的な事項について検討している。以下にその検討項目を列

記する。 
 異分野間の交流のために独自の研究集会を開催する 
 JpGU「北極域の科学」セッションと全体集会の継続開催 
 北極関連会合の共催を積極的に行う 
 Researchmap を活用した会員相互の意見・情報交換と情報

の発信 
 Journal（雑誌）の発行 
 国内外の諸学術団体等との交流・協力と、国際集会の運営や

国際協力・連携 
 APECS の国内活動サポートや ArCS、北極域研究共同推進

拠点（J-ARC Net）との連携 
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（１）目的 
 北極研究体制に必要不可欠な国際連携の強化とこれを支える

人材の育成を図ることを目的として北極圏に位置する関係国の

主要研究機関への優れた若手研究者の派遣を支援し、国際共同

研究に参画する機会等を提供した。これにより我が国における

北極環境研究の将来を担う国際的視野に富む有能な研究者を養

成するとともに、新たな人的ネットワークを構築し、次代へ継

続する北極研究体制の創出に貢献した。 
 
 

（２）実施体制 
 2013年7月に行われた北極研究戦略小委員会の事前評価を経

て、2014 年度に国際連携推進費が新たに認められ、北極環境研

究若手研究者派遣支援事業、拠点整備、専門家派遣を実施した。 
 1）北極環境研究若手研究者派遣支援事業 

実施・募集：国立極地研究所国際北極環境研究センター 
募集・審査：北極環境研究コンソーシアム（JCAR）人材育成

ワーキンググループ 
協力機関：アメリカ・アラスカ大学、カナダ・ArcticNet 参加

機関 
 
2） 拠点整備 
①NIPR-Office in IARC（NIPR-Office） 
実施機関：国立極地研究所国際北極環境研究センター 
協力機関：アラスカ大学フェアバンクス校国際北極圏研 
 センター（IARC：International Arctic Research Center） 
所在地：アメリカ・アラスカ州フェアバンクス市 
整備内容：2014 年 7 月から IARC との契約により IARC 内

に 4 つの執務ブースを借用。IRAC に滞在する日本人研究

者へオフィススペースとして提供した。 
 

②Sophie Plaza Apartment（SPA-NIPR） 
実施機関：国立極地研究所国際北極環境研究センター 
協力機関：IARC 
所在地：アメリカ・アラスカ州フェアバンクス市 
整備内容：IARC 管理下にあるフェアバンクス市内のソフィ  
アパートメント（2 ベッドルーム・定員 3 名）1 室を借り

上げ、アラスカに滞在する日本人研究者に宿泊施設として

居室を提供した。 
 

3） 国際会議への専門家派遣 

 近年の北極を取り巻く状況の変化に対応すべく、諸会議へ

専門家を派遣した。 
実施機関：国立極地研究所国際北極環境研究センター 

 
 

（３）実施状況 
1） 北極環境研究若手研究者派遣支援事業 
 2014 年度に 10 名の若手研究者の派遣支援を実施した。対象

機関はアラスカ大学フェアバンクス校、カナダの ArcticNet 参
加大学等であった。整備時間は短かったが、本制度の継続を求

める声が大きく、研究支援として実りの多い事業であった。 
 
① 公募・審査 
 募集要項に基づき、3 回の公募と審査を行った。 
 

 
 
② 申請と採択状況 
  各回別 

 申請数 採択数 不採択数 
第 1 回公募 3 2 1 
第 2 回公募 9 6 3 
第 3 回公募 4 4 0 
合  計 16 12 4 

 
 
  国別 

 申請数 採択数 不採択数 
アメリカ 12 8 4 
カナダ 4 4 0 
合  計 16 12 4 

 
 

③ 採択者一覧 
次ページの表に掲載 
 

④ サポート制度の整備  
 派遣支援者の現地（アラスカ）での活動支援のため、IARC
に所属する日本人研究者の協力を得た。 

    申請期間    審査結果通知日 
第 1 回公募 平成 26 年 5 月中旬 平成 26 年 6 月 6 日 
第 2 回公募      7 月上旬      8 月 8 日 
第 3 回公募      10 月上旬      11 月 7 日 

8. 国際連携推進 
 

整備機関：国立極地研究所 
執筆者：事務局 
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2） 拠点整備 
① NIPR-Office  
 北極環境研究若手研究者派遣支援事業による派遣支援者を含

めた我が国の北極研究に携わる研究者にオフィススペースとし

て提供した。  
 利用実績：8 件 504 人日 
 （2014 年 8 月 11 日～2015 年 5 月 26 日）  
 
② SPA-NIPR 
 フェアバンクスを訪れる北極環境研究若手研究者派遣支援事

業による派遣支援者を含めた我が国の北極研究に携わる研究者

に宿泊施設として提供した。 
 利用実績 ：15 件 358 人日 
 （2014 年 7 月 3 日～2015 年 4 月 21 日）  
 
3） 国際会議への専門家派遣 
①派遣内容 
 北極評議会（AC：Arctic Circle）等北極研究に関する国際

会議等へ研究者等を機動的に派遣し、我が国の研究知見を持

って国際的な貢献を行った。主な派遣会議は右記の通りであ

る。  
 

・AC 北極圏植物相・動物相保存作業部会 

（CAFF：Conservation of Arctic Flora and 
Fauna） 
 開催地：ケンブリッジベイ（カナダ） 

2014 年 8 月  1 名  
・ AC 北極圏監視評価プログラム作業部会（AMAP：Arctic 

Monitoring and Assessment Programme） 
    開催地：ホワイトホース（カナダ） 

 2014 年 9 月  3 名  
・ Arctic Circle 

 開催地：レイキャビック（アイスランド） 
  2014 年 10 月 1 名  

・ Arctic Biodiversity Congress（CAFF 主催） 
  開催地：トロンハイム（ノルウェー） 
  2014 年 12 月 1 名  

 
 

 

 
北極環境研究若手研究者派遣支援事業 採択者一覧 
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全体まとめ 
GRENE 北極気候変動研究事業は、本年 3 月末をもって終了

した。第 2 章から 3 章、4 章がその成果のエッセンスである。

第 2 章で見ていただいたように、掲げられた戦略研究目標に向

け多くの科学的成果が得られたことで、目標が達成されたもの

と考える。特に、目標毎にバラバラな成果が並んだ訳ではなく、

各々が有機的関係をもって連関していることも読み取っていた

だけたかと思う（第 2 章図 2.5.5）。北極温暖化増幅について、

相当程度の知見をまとめることができた。さらに第 3 章では、

目標達成の基礎固めとして貢献した多くの高度な研究成果を得

ており、北極研究の広がりを示している。そして第 4 章に記し

た研究基盤は本事業遂行にあたって重要なベースを与えたもの

であり、雲レーダーや北極域データアーカイブ（ADS）など、

一部は今後も引き続き研究に役立たせるものとなっている。 
研究業績一覧で見ていただけるように、本事業によって得ら

れた成果は、出版された査読付き原著論文だけでも 360 編を越

える数となっており、多くは一流の国際誌に掲載されており、

大変優れた業績を得ることができたと評価している。そして、

未だ論文として投稿されていない成果も多く散見し、今後数年

間は、これらの成果発信が続くものと期待している。観測・解

析データの多くは ADS 上にて公開されているので、今後は本

事業のメンバー以外によっても新しい視点での研究がなされる

ことも十分に期待できる。一般向けの講演や新聞・ラジオ・テ

レビ等の記事、プレスリリースの数の多さも特徴的で、単に専

門的な発信に止まらず、アウトリーチ活動も極めて活発であっ

たことが証明される。期間中、多くの特任研究員が研究に従事

することで事業の研究水準が高められたとともに、若手研究者

への研究環境の提供の役割を果たした。そしてこれらの研究員

が、新しい次の職に移っていくことで、人材育成の観点からも

大いに貢献した。事業後半の 1 年間ではあるが、若手研究者の

海外派遣を実施する枠組みが得られたことで、人材育成にも国

際交流にも貢献することができた。 
国際交流の面からは、さらに富山での北極科学サミット週間

ASSW 2015/ 国際北極科学シンポジウム ISAR-4/ ICARPⅢの

開催があった。その成功は、本事業の進展に裏付けられていた

と言えよう。GRENE のセッションがもたれたとともに、全体

会議でのキーノート講演、その他多くのセッションでの本事業

の成果が発表されたことは、わが国北極研究のプレゼンスを内

外にしめすことになったと自負している。 

観測活動も多岐にわたり、環北極に観測網を展開することが

できた。これなどは、北極圏の一国では成されない幅の広い広

域の活動がなしとげられたもので、むしろ非北極圏国であるわ

が国ならではの特徴となった。国立極地研究所が古くから観測

所を維持してきたスバールバル・ニーオルスン観測基地、フィ

ンランドの観測網、北海道大学や名古屋大学、海洋研究開発機

構が長く観測フィールドとしてきたシベリア、東シベリア域、

多くの機関が観測・研究活動を続けてきていたアラスカ大学国

際北極圏研究センターを含むアラスカ域、同様に散発・分散的

ではあったが多くの機関がフィールドとしてきたカナダ北部、

そして北海道大学や気象研究所などが足跡を残していたグリー

ンランド。いずれもが、密接な国際連携によって実現したもの

である。また、「みらい」や「おしょろ丸」で航海した北極海

開水域、カナダや韓国砕氷船に同乗しての海氷域航海。さらに

は、商業航空機による温室効果気体の観測も行った。というこ

とで、オールジャパンで統合して活動したために、その及ぶ範

囲は北極全域と極めて広くなった。全ての観測網をこのまま、

今後も継続的に維持し続けることは不可能であろうが、代表的

な場所、北極研究に要と成る場所はより効率的な共同研究拠点

として維持・発展させていく必要があろう。 
わが国初の分野横断、観測－モデル連携の融合的ネットワー

ク型北極研究を、オールジャパンに近い形で実現できた。特に、

トップダウンの目標設定に対し、ボトムアップの研究課題で答

えるという、プロジェクト研究の理想的な形式をとるユニーク

なものとすることができたことは幸いであった。これらは、形

にはなり難いが、ある意味、本事業で最も貴重な、誇れる成果

ではないかと思っている。 
 

展望 
今後、これらの研究成果の上に、さらなる研究を積み上げて

進展して行くことを期待したい。具体的な研究内容については、

既に第 2 章Ⅴ.「まとめと今後の課題」に記したので繰り返さな

いが、今後の方向性・可能性について記すこととする。モデリ

ングにおいては、確度の高い観測から得られた様々な気候プロ

セスを組み入れ、新しい地球システムモデルを構築できること

を期待する。観測に関しては、既に記した様に、限られた点で

良いから代表性のある要となる観測拠点を維持し、モニタリン

グ的な長期観測を継続したい。特に今後、北極海航路や資源探

査など経済的活動が盛んになることに伴う脆弱な北極環境の監

視という意味からも、環境汚染物質も含めたモニタリングが望

まれる。北極圏に領土を持たない非北極圏国としてはなかなか

難しい課題ではあるが、わが国の得意分野でもあり、地道な継

続観測が最後は重要になってくる。 

全体まとめと今後の展望 
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 いまもって観測点の空白となっている北極海中央部の観測実

現も課題である。過去、ソ連・ロシアは海氷上に漂流基地を作

って観測を担った。1937年の第 1号（NP-1）以来、最近のNP-41
まで、欠測期間はあるものの、長年にわたって広い北極海から

貴重な観測データを提供してきた。氷山を使った（アメリカに

よる氷島 T-3 など）例もあるが、今や温暖化の中、氷上基地は

直に寿命になりあまり有効ではない。最近は、船舶を氷漬けに

して長期観測を行う例が多い。カナダ砕氷船を使った 1997/98
年のアメリカを中心とした SHEBA（北極海表面熱収支計画）

に始まり、大型のヨット（Tara, 2007; Vagabond）を使ったヨ

ーロッパ連合のプロジェクト DAMOCLES（長期環境研究のた

めの北極モデリング・観測可能性開発）、2015 年半年間のノル

ウェー耐氷船ランセを使った観測（N-ICE 2015）、そして今

2018 年後半に計画されているドイツ砕氷船 Polarstern を 1 年

間氷に閉じ込める計画（MOSAiC=北極気候研究のための分野

横断漂流観測基地計画）などがある。わが国では、北極海観測

用の砕氷船の導入について根強い希望があるが、一方、地味で

はあるが、このような氷に閉じ込められる船舶の用意・提供も

科学的には価値が高いのではないだろうか。一国だけでは無理

が多いかもしれない。むしろ国際協力による、かような観測を

主導することを考えるべきではないか。そういう目的では、南

極観測の任務を終えた旧砕氷船を活用する可能性もあると考え

られる（初代「しらせ」は手遅れであるが、各国更新は続いて

いるので候補は少なくない）。さらには、海氷ブイと自立航行

型潜水艇（AUV、ROV）を合体したような、ブイよりも大型

の「自動観測漂流基地」（Automatic Drifting Station）を開発・

展開することがあり得る方向ではないだろうか。海氷の上でも

良いし、開水面でも使える海洋観測、気象観測装置を併設した、

究極的には自動高層ゾンデ放球装置も備えたものが望ましい。

わが国の進んだ技術の貢献する方向かと思う。しかし、旧船舶

の利用にしろ、自動観測漂流基地にしろ、その設置、運用、補

給には砕氷船が欠かせない。氷上基地を砕氷船自身で担うこと

も一方向であろう。いずれにしろ、自前の砕氷船が必須である。

国際的にも、極めて高い要請がある。 
わが国の貢献という点からは、もう一つ、GCOM-W 衛星搭

載マイクロ波放射計AMSR2に触れざるを得ない。古くは 1980
年代のわが国最初の地球観測衛星である MOS-1 に搭載された

マイクロ波放射計 MSR に端を発する測器であるが、連綿とわ

が国の技術が継承発展されてきたもので、いまや世界中で北極

研究に欠かせない基本的な海氷分布を導出する手段となってい

る。本事業でも、各課題の中でそのデータが使われてきた。こ

の衛星・測器は 2012 年の打ち上げ以来活躍してきているもの

だが、その後継機の計画が決まっていない。設計寿命 5 年なら

ば直に、かつての AMSR-E は 9.5 年の長寿命を保ったことを考

慮に入れても、なお、早急に開発を始め、衛星計画をかためな

ければ成らない時である。しかるに、わが国の予算状況の厳し

さから、未だ計画が定まっていないことは由々しき事態である。

わが国の北極への最大の貢献とも言えるこの衛星測器を今後も

引き続き実現することが極めて緊急度の高い課題である。 
本事業の後継としては、すでに北極域研究推進プロジェクト

（ArCS）が始まっている。これは単に自然科学の成果を上げ

るだけではなく、人文・社会系の学問とも連携し、得られた科

学的成果をより分かりやすく一般社会に還元し、北極域に生き

る先住民をはじめ、産業界、政府にも役立つよう情報提供して

いくという役割を担う課題である。従って、科学の部分は、必

ずしも本事業の分野全てを受け継ぐものではなく、一部を発展

的に受け継いだものと言える。その意味から、ArCS にとどま

らず、他にも本事業の科学を受け継ぐ研究が多く出現する事が

待ち望まれる。 
北極環境研究コンソーシアム（JCAR）について、本事業開

始前は、北極研究計画の樹立などの役割を期待され、その役割

は大変重く位置づけられていた（第 1 章参照）。本格的に発足

後、本事業開始とともに本事業の一部としての支援を受け、わ

が国初の北極研究者を集めたコミュニティーの代表組織として

活動し、数々の貴重な働きをなしてきた。今後も、貴重な役割

に期待し、大規模プロジェクトからは支援が望まれる。今、本

事業を終わるにあたり、改めて JCAR 自身の今後の方向性も考

えていかねばならない。学会的な組織を目指し、より独立性の

高い組織としていこうという動きがある。これも貴重な方向性

であるが、経済的な裏付けなどに確かな保証は得られにくい。

ArCS が始まって、その指向もあり、多くの目が北極に向けら

れる必要が求められる中、JCAR もさらなる役割が期待されよ

う。JCAR を単なる研究者集団ではなく、もっと広い、北極に

関心がありその影響を受ける人々に加わってもらうのはどうで

あろうか。即ち、北極海航路や資源利用に関心がある経済界、

わが国北極政策の立場から密接に関係する政・官界、そして関

心の強い一般社会の人々まで含む、より広い北極コミュニティ

ーの集合体とする。そのことで、個人会員以外からは賛助会員

として経済的支援を期待できることも経済的基盤を確立し独立

の組織としていて生きていく上で大きい支えではないだろうか。

情報発信・提供から意見集約など、働きは公汎に広がろう。市

民参加の新しい学の創出にもつながろう。学会化とは幾分異な

る方向ではあるが、このような側面を兼ね備えることも一つの

方向ではないだろうか。事業報告としては趣旨にもとるものか

もしれないが、これからの北極研究の展望としての提案である。 
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最後にあたり、本事業で築いてきた、分野横断、観測モデル

連携の北極研究グループを大切にしていきたい。わが国の中で、

これだけ多くの分野が集まることができたのは前例のない、画

期的なことであり、諸外国にも例を見ない。まさに、北極研究

だから実現したのであり、北極研究にこそ、その意義が深い。

これまで、わが国の行ってきたものは「国内プロジェクト」が

中心で、国際プロジェクトであっても一員として参加するのに

とどまっていた。今後は、GRENE 北極気候変動研究事業で築

いた、横断的な貴重な繋がりを Legacy として大切にしつつ、

わが国がリードする真の「国際プロジェクト」を樹立すること

も目指して、さらなる北極研究を進めていただきたい。 
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